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会議次第 

１ 開 会 

２ あいさつ 

３ 紹 介 

４ 市からの事業報告  

「南区合同庁舎のあり方基本構想（案）」について 

５ 議 題 

（１）大野南地区まちづくり会議について 

（２）役員の改選について 

（３）南区区民会議委員の推薦について 

（４）令和８年度地域活性化事業交付金交付について 

（５）令和７年度大野南地区活性化事業交付金交付実績について 

（６）大野南地区地域ケア会議地域づくり部会の活動報告について 

（７）大野南地区まちづくりを考える懇談会について 

（８）令和８年度まちづくり会議の開催日程について 

（９）要望書の提出について 

（１０）各団体からの地域事業やイベント等の情報交換について 

 

６ 閉 会 



審 議 経 過 
 

主な内容は次のとおり。 

（●は委員の発言、□は事務局の発言、〇はその他各課・機関等の発言） 

 

１ 開 会 

 

２ あいさつ 

会長あいさつ  

今年度は公募委員の応募がなかった旨会長より説明を行った。 

 

３ 紹 介 

南区副区長あいさつ 各委員自己紹介 

 

４ 市からの事業報告 

 「南区合同庁舎のあり方基本構想（案）」について 

 資料１、２に基づき、南区役所区政策課から説明を行った。 

●影響の大きな計画を決めるにあたり、パブリックコメントの意見数が４１名６５件

となっているが、数として少なく、これをもって進めていくのはいかがなものか。（渋

谷（典）委員） 

〇市の考え方を基本構想案としてまとめた上で、パブリックコメントを実施している

ため、ここで策定するが、次の基本計画の段階では、改めてパブリックコメントを実

施する予定である。（南区役所区政策課） 

●資料２の３（２）「意見に対する本市の考え方の区分」について、区分イ「意見の

趣旨を踏まえて取り組みを推進するもの」という表現では意見が反映されていないよ

うに見える。区分ア「計画案等に意見を反映するもの」が１件もないと意見が反映さ

れていないと受け取れるため、区分イについては「すでに反映済みの意見であった」

という表現にするべきではなかったか。また、意見の聴取方法としては、今後基本計

画を策定していく中で関係団体へのヒアリングを加える方法やそれでも意見が出て

こない場合は直接聞き取りを行う形をとってもよいのではないか。（藤井委員） 

〇市民利用が中心となる文化振興プラザや公民館については、利用者の意見を伺いな

がら、検討していきたい。（南区役所区政策課） 

●計画策定までの期間が２年間ということなので、その間の大切なポイントごとにパ

ブリックコメントを行い、意見を求めていただけるとありがたい。（新村委員） 

●文化振興プラザについては、区政策課も南区役所の施設管理者として、文化振興課

に意見を言っていただくと聞いており、今後に注目していきたい。また、基本計画策

定あたっては、途中経過から地域を巻き込んでいただきたい。（大木委員） 

５ 議 題 

（１）大野南地区まちづくり会議について  

資料３に基づき、事務局から説明を行った。 

《主な意見・質疑等》 

特になし 

 

（２）役員の改選について 

資料４に基づき、事務局から説明を行った。 



《結果》 

互選により、次のとおり役員が選出・承認された。 

役職 氏名 団体名 選出区分 

会 長 大木 恵 大野南地区自治会連合会 自治会 

副会長 渋谷 利雄 大野南地区自治会連合会 自治会 

副会長 中村 洋子 大野南地区自治会連合会 自治会 

副会長 渋谷 典彦 大野南地区社会福祉協議会 保健・福祉・医療 

副会長 竹下 昌之 学校法人相模女子大学 教育・文化 

副会長 斎藤 誠 相模大野北口商店会 産業・経済 

 

（３）南区区民会議委員の推薦について 

 資料５に基づき、会長より説明を行った。 

現委員である中村副会長を継続して推薦（２期目）したい旨大木会長より提案があ

った。 

《主な意見・質疑等》 

 特になし。 

《結果》 

 区民会議委員として、中村副会長が選出された。 

 

（４）令和８年度地域活性化事業交付金交付について及び（５）令和７年度大野南地

区活性化事業交付金交付実績について 

資料６、７に基づき、事務局から説明を行った。 

《主な意見・質疑等》 

●相模大野中央公園で実施するイベントについて、相談はあるのか。（大木委員） 

□相談はある。本交付金の趣旨は地域の活性化であり、「地域」とは市内 22地区を指

す。イベント参加者の属する地域を限定しない場合には交付対象とはなりにくいが、

イベントの中で地域の魅力を発信するブースを設け、地域活性化に寄与する場合に

は、交付金の趣旨に合致するため、交付対象となる可能性があることも併せて伝えて

いる。（事務局・大木） 

●地域活性化事業交付金について、以前は審査段階からまちづくり会議が関わってい

たと記憶しているが、昨年度の事業については決定段階からの相談となっていたと思

う。また、直近数年も同様の傾向にあることから、審査段階からまちづくり会議に諮

ってもらいたい。そして、提案者に出席してもらったうえで審査を行うことが望まし

い。大野南地区の特性上、アクセスが良く人が集まる地域であるため、参加者を大野

南地区に限定することは難しい。公共の福祉のためであれば、大野南地区をイベント

会場とする場合は交付対象とすべきであり、使い方を工夫すればさまざまな活動に支

援が可能だと考える。（中村委員） 

●南区の審査が厳しいと感じるため、審査要件の検討をお願いしたい。（大木委員） 

 

（６）大野南地区地域ケア会議地域づくり部会の活動報告について 

資料８について、大野南地域包括支援センター圏域は部会長である中村副会長より

説明を行った。資料９について、上鶴間地域包括支援センター圏域は部会員である土

山委員より説明を行った。 

 

《主な意見・質疑等》 



●大野南地域包括支援センター圏域では、サロンの男性参加者が少ないことから、昨

年度『男の体操教室』を実施したが、参加者が８０代も含めて５０名の申し込みがあ

るなどとても好評であったため、今年度も男性向けには引き続き体操教室を実施し、

女性向けには黒河内病院が骨粗しょう症関係のイベントを実施する予定である。（中

村委員） 

●上鶴間地域包括支援センター圏域では、昨年度は鶴が見守る上鶴間地区をテーマに 

ロゴマークを作成し、協力店舗に配布した。そのほかに寄付されたタオルで雑巾を作

り教育機関へ寄贈する「雑巾プロジェクト」を昨年度完遂したほか、買い物支援マッ

プの作成や、認知症に対する正しい知識をもってもらうために認知症サポーター養成

講座を開催している。（土山委員） 

●上鶴間地区ではここ数年地道な活動を続けており、特にロゴマークの事業では委員

が各地域の店舗を１件ずつ訪問し、交渉するなど活動を行っていた。地道な活動のひ

とつひとつを継続していくことが大事だと感じたので引き続き実施していきたい。

（三條委員） 

●大野南地区では地域ケア会議はまちづくり会議の部会と位置付けているが、圏域ご

とに２つに分かれているため、年に１～２回程度は対面での合同会議を行うほうが望

ましいと考える。また、地域ケア会議は地区社会福祉協議会で取り組んでいる事業と

似通っている点と、構成メンバーもほぼ重複している実態から、個人的には福祉の二

重構造となっていると思っており、いずれは一本化できるように考えていかなければ

ならない。（大木委員） 

 

（７）大野南地区まちづくりを考える懇談会について 

 資料１０・資料１１に基づき、事務局から説明を行った。昨年度末に候補日として

設定していた日は他地区との調整の結果、別日を設定する必要があることから、５月

１８日に実施した役員会にて令和９年「２月１２日（金）」「２月８日（月）」「２月５

日（金）」を候補日とした旨を説明した。また、大木会長から今年度のテーマ設定に

ついては、昨年度と同様にアンケートを実施する旨の提案があった。 

《主な意見・質疑等》 

 特になし。 

 

（８）令和８年度まちづくり会議の開催日程について 

 資料１２に基づき、事務局から説明を行った。 

 

（９）要望書の提出について 

 当日出席者の岩井委員から説明を行った。 

●南新町商店街は４０年前に約６０灯の商店街灯を設置していて、電気代は月に約

５．５万円で年間約７０万円となり、市の補助金により９０％は補助される形である。

今年度は市が「商店街街路灯高効率化等維持管理補助金」を新設し、１柱あたり上限

１５万円の補助がされるが、商店街灯のＬＥＤ化等は高所作業が伴うなど維持管理が

極めて大変なことから、商店街の理事長の担い手が不足する要因となっているのでは

ないか。また、商店街灯の老朽化も進んでおり、倒壊による歩行者への接触などが想

定されることから、相模原市に維持管理を移管したいとの意向により今回の要望に至

った。 

●商店街灯については、実質防犯灯の役割を担っていることから、相模原市自治会連

合会でも今年度の政策要望の中に今回の要望と同様のものを掲載しようと調整中で



ある。（大木委員） 

 

（１０）各団体からの地域事業やイベント等の情報交換について 

●相模女子大学は昨年創立１２５周年を迎え、現在新棟を建設しており地域の皆様に

開かれた学び場にしたいと考えている。今後相模原市民に名称を公募しようと考えて

いるため、その際はご協力いただきたい。また、名称については相模大野のまちの発

展につながるような良い名称を期待している。（竹下委員） 

●今週末には今年度で２回目となる「大野銀座みんなの文化祭」をプラザシティ相模

大野公園で開催予定なので、お時間があれば参加いただきたい。（中田委員） 

 

６ 閉 会 

 

以 上 

 



大野南地区まちづくり会議委員出欠席名簿 

 

   （出席者２２名  欠席者３名） 

No 団体名 団体での役職 氏名 出欠席 

1 大野南地区自治会連合会 会 長 大木 恵 出席 

2 大野南地区自治会連合会 副会長 渋谷 利雄 出席 

3 大野南地区自治会連合会 副会長 瀨戸 量平 出席 

4 大野南地区自治会連合会 副会長 中村 洋子 出席 

5 大野南地区自治会連合会 会 計 土山 美保 出席 

6 大野南地区社会福祉協議会 会 長 渋谷 典彦 出席 

7 大野南地区民生委員児童委員協議会 会 長 岡城 孝雄 出席 

8 女子大通り商工振興会 会 長 飯田 美津雄 出席 

9 相模大野北口商店会 会 長 斎藤 誠 出席 

10 相模大野銀座商店街振興組合 副会長 中田 克己 出席 

11 相模大野南新町商店街振興組合 理事長 岩井 大輔 出席 

12 ボーノ会 副会長 三井 大輔 出席 

13 医療法人社団仁恵会黒河内病院 法人理事・事務局長 後藤 一郎 出席 

14 相模原市立谷口小学校ＰＴＡ 副会長 廣川 桂子 出席 

15 相模原市立鶴園小学校ＰＴＡ 会 長 伊東 邦治 出席 

16 相模原市立大野南中学校ＰＴＡ 副会長 上野 恵美 出席 

17 学校法人相模女子大学 専務理事 竹下 昌之 出席 

18 大野南地区老人クラブ連合会 会 計 岩永 征四郎 欠席 

19 相模原市立大野南公民館 館 長 島田 欣一 出席 

20 相模原市立上鶴間公民館  館 長 三條 朋美 出席 

21 大野南地域包括支援センター センター長 岡本 三千 出席 

22 上鶴間地域包括支援センター センター長 古荘 祥子 欠席 

23 経験有識者 － 新村 玲子 出席 

24 経験有識者 － 天野 佑亮 欠席 

25 公募 － 藤井 琢磨 出席 

 



大野南地区まちづくり会議 第１回全体会 次第 

                      

日 時 令和８年６月１６日（火） 

                         午後２時から 

                     場 所 南区合同庁舎３階 講堂 

１ 開 会  
 
２ あいさつ  
 
３ 紹介 （相模原市南区副区長 八鍬栄次） 
 
４ 市からの事業報告  

「南区合同庁舎のあり方基本構想（案）」について（南区役所区政策課） 

………… 資料１ 資料２  

 
５ 議 題 

（１） 大野南地区まちづくり会議について………………………………………資料３ 

（２） 役員の改選について…………………………………………………………資料４ 

（３） 南区区民会議委員の推薦について…………………………………………資料５ 

（４） 令和８年度地域活性化事業交付金交付について…………………………資料６ 

（５） 令和７年度大野南地区活性化事業交付金交付実績について……………資料７ 

（６） 大野南地区地域ケア会議地域づくり部会の活動報告について 

………… 資料８ 資料９ 

（７） 大野南地区まちづくりを考える懇談会について………… 資料１０ 資料１１ 

（８） 令和８年度まちづくり会議の開催日程について………………………資料１２ 

（９） 要望書の提出について……………………………………………………資料１３ 

ア 日時 令和８年４月２８日（火）午後２時から午後２時１５分 

イ 場所 市役所本庁舎２階 特別応接室 

ウ 内容 資料１３のとおり 

（１０）団体からの地域事業やイベント等の情報交換について 
 
６ 閉 会 

 

  

 

 

 

【まちづくり会議の開催予定（会場：南区合同庁舎３階 講堂）】 

  〇第２回全体会：令和８年８月１８日（火） 午後 ２時 から 



大野南地区まちづくり会議委員名簿 

                             （令和８年６月１６日現在：敬称略） 

No 団体名 団体での役職 氏名 

1 大野南地区自治会連合会 会 長 大木 恵 

2 大野南地区自治会連合会 副会長 渋谷 利雄 

3 大野南地区自治会連合会 副会長 瀨戸 量平 

4 大野南地区自治会連合会 副会長 中村 洋子 

5 大野南地区自治会連合会 会 計 土山 美保 

6 大野南地区社会福祉協議会 会 長 渋谷 典彦 

7 大野南地区民生委員児童委員協議会 会 長 岡城 孝雄 

8 女子大通り商工振興会 会 長 飯田 美津雄 

9 相模大野北口商店会 会 長 斎藤 誠 

10 相模大野銀座商店街振興組合 副会長 中田 克己 

11 相模大野南新町商店街振興組合 理事長 岩井 大輔 

12 ボーノ会 副会長 三井 大輔 

13 医療法人社団仁恵会黒河内病院 法人理事・事務局長 後藤 一郎 

14 相模原市立谷口小学校ＰＴＡ 副会長 廣川 桂子 

15 相模原市立鶴園小学校ＰＴＡ 会 長 伊東 邦治 

16 相模原市立大野南中学校ＰＴＡ 副会長 上野 恵美 

17 学校法人相模女子大学 専務理事 竹下 昌之 

18 大野南地区老人クラブ連合会 会 計 岩永 征四郎 

19 相模原市立大野南公民館 館 長 島田 欣一 

20 相模原市立上鶴間公民館  館 長 三條 朋美 

21 大野南地域包括支援センター センター長 岡本 三千 

22 上鶴間地域包括支援センター センター長 古荘 祥子 

23 経験有識者 － 新村 玲子 

24 経験有識者 － 天野 佑亮 

25 公募 － 藤井 琢磨 

 



南区合同庁舎のあり方基本構想（案） 概要 資料１
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「南区合同庁舎のあり方基本構想（案）」に関する 
パブリックコメント手続の実施結果について 

 

１ 概要 

今後多様化が見込まれる行政サービスへの対応や、より身近で様々な市民活動を

支える複合施設を目指すため、周辺施設のあり方と南市民ホールの跡地活用を踏ま

えた南区合同庁舎のあり方基本構想を策定するに当たり、市民の皆様からのご意見

を募集しました。 

その結果、４１人の方から６５件のご意見をいただきましたので、ご意見の内容

及びご意見に対する本市の考え方を次のとおり公表します。 

なお、いただいたご意見につきましては、今後の取組に生かしてまいります。 

 

 

２ 意見募集の概要 

・募集期間  令和８年４月１日（水）～令和８年４月３０日（木） 

・募集方法  直接持参、郵送、ファクス、電子メール 

・周知方法  市ホームページ、広報さがみはら、窓口等への配架 

※ 資料の配架場所 

南区役所区政策課、各行政資料コーナー、各まちづくりセンター（城

山・橋本・中央６地区・大野南まちづくりセンターを除く）、各出張所、

各公民館（沢井公民館を除く）、各図書館、市立公文書館 

 

 

３ 結果 

（１）意見の提出方法 

 

 

 

 

 

 

  

意見数 ４１人（６５件） 

内 

訳 

直接持参 １４人（２１件） 

郵送 ０人（０件） 

ファクス ５人（１０件） 

電子メール ２２人（３４件） 
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（２）意見に対する本市の考え方の区分 

ア：計画案等に意見を反映するもの 

イ：意見の趣旨を踏まえて取組を推進するもの 

ウ：今後の参考とするもの 

エ：その他（今回の意見募集の趣旨・範囲と異なる意見など） 

 

（３）件数と本市の考え方の区分 

 

 

４ 主なご意見（要旨抜粋） 

・ 南市民ホールの代替とまではいかなくとも、多目的のホールが必要である。 

・ 合同庁舎の機能的な整備について賛成、ホール廃止に反対します。 

・ 災害発生時に必要な備蓄品の保管場所や、ボランティアセンターを設置してほし

い。 

・ 大野南公民館の部屋の配置がまとまりのある状態にして欲しい。 

・ 南市民ホール跡地は現合庁内すべての行政機能が入る大きさにする。 

・ バリアフリー化、省エネ化等を徹底し、ユニバーサルデザインを推進する。 

・ ロビーの広さを確保して欲しい。 

・ 区役所での手続き中を含め、利用できるキッズスペースの充実が必要だと思う。 

 

項 目 件数 

市の考え方の区分 

ア イ ウ エ 

①  Ⅰはじめに ２ ０ ０ ０ ２ 

②  Ⅱ現状と課題 １ ０ ０ １ ０ 

③  Ⅲ基本理念・基本方針、想定する機

能 

５５ ０ １０ ４０ ５ 

④  Ⅳ南区合同庁舎の整備 ６ ０ ０ ６ ０ 

⑤  その他 １ ０ １ ０ ０ 

合 計 ６５ ０ １１ ４７ ７ 



 

 

大野南地区まちづくり会議について 
 

 

１ まちづくり会議とは 

  地域において公共的な活動をしている団体等が、大野南地区の「地域力」を高め

るため、地域資源の発見、課題解決、魅力づくり、行政に対する要望のとりまとめ

などについて話し合い、構成団体等が協働して自主的・自立的なコミュニティ形成

に資する活動を行うための会議体です。 

 

２ 主な役割 

（１）地域活動団体間の情報交換、情報共有 

（２）地域活動団体間の事業実施や課題の総合調整 

（３）行政施策や行政依頼業務に関する意見や要望のとりまとめ 

（４）構成団体等の協働による地域課題解決に資する事業実施の調整 など 

 

３ 設立年月日 

  平成２２年４月２０日 

 

４ 令和８年度  構成団体・委員数（１７団体・経験有識者・公募） 

団体名 委員数 団体名 委員数 

１ 大野南地区自治会連合会 ５ 11 大野南地区内中学校ＰＴＡ等 １ 

２ 大野南地区社会福祉協議会 １ 12 学校法人相模女子大学 １ 

３ 
大野南地区民生委員 
児童委員協議会 

１ 13 大野南地区老人クラブ連合会 １ 

４ 女子大通り商工振興会 １ 14 相模原市立大野南公民館 １ 

５ 相模大野北口商店会 １ 15 相模原市立上鶴間公民館 １ 

６ 
相模大野銀座商店街 
振興組合 

１ 16 大野南地域包括支援センター １ 

７ 
相模大野南新町商店街 
振興組合 

１ 17 上鶴間地域包括支援センター １ 

８ ボーノ会 １ 18 経験有識者 ２ 

９ 地域医療機関 １ 19 公募 １ 

10 大野南地区内小学校ＰＴＡ等 ２ 合  計 ２５ 
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５ 令和７年度の主な取り組み 

（１）大野南地区まちづくり会議 

   令和７年度は、役員会を７回、全体会を６回開催。人口が増加することが見込

まれる地区としての課題の洗い出しや、相模大野中央公園の改修やコリドー街の

環境整備などの事業について意見交換するなど、大野南地区のさらなる魅力づく

りのための活動を行いました。 

 

（２）まちづくりを考える懇談会 

   まちづくり会議の委員と市が意見交換や情報共有をしながら、地域の特性や地

域資源を生かしたまちづくりを協働して考える場を設け、住みよいまちづくりを

推進するための懇談の場として開催しました。  

【日時・場所】令和８年２月１２日（木）午後６時から午後７時３４分まで 

【テ ー マ】人口増加が続く大野南地区の課題について 

（１） マンション建設と自治会加入について 

（２） 伊勢丹跡地の整備について 

（３） 人口増が続く成長地域の公共インフラについて 

 

（３）専門部会（大野南地区まちづくり会議会則 第９条（３）による） 

大野南地区地域ケア会議を、大野南地域包括支援センター圏域と上鶴間地域

包括支援センター圏域において、それぞれ計４回と書面による合同会議を１回

開催しました。 

〇大野南地区地域づくり部会：委員 ８名 

〇上鶴間地区地域づくり部会：委員１４名 

 

６ これまでの要望等の活動について（平成３０年度以降） 

〇平成３０年 ６月２６日  ⇒令和５年７月 撤去工事済み 

  相模原市長へ要望 

  【件名】谷口歩道橋の撤去に係る要望について 

  【場所】南保健福祉センター入口交差点 

〇平成３１年 ３月２２日 

  株式会社三越伊勢丹ホールディングス代表取締役社長へ要望 

  【件名】伊勢丹相模原店の営業終了等に伴う対応について 

 

 



 

〇令和 元年１２月２７日  

相模原市長へ要望 

【件名】相模大野駅周辺の今後のまちづくりについて 

～大野南地区まちづくり会議における協議の中間報告～ 

〇令和 ２年 ５月２５日  

相模原市長へ要望 

  【件名】相模大野駅周辺の今後のまちづくりについて 

～大野南地区まちづくり会議における協議の令和元年度最終報告～ 

〇令和 ３年 ２月１５日  ⇒令和４年３月２日 歩者分離化済み 

  相模原南警察署長へ要望 

  【件名】信号機の歩車分離化に関する要望について 

  【場所】相模大野交差点 

〇令和 ５年１０月 ４日 

  相模原市長へ要望 

 【件名】相模大野中央公園の改修について 

〇令和 ５年１２月１９日  ⇒令和６年９月２日～ 導入済み 

相模原市長へ要望 

【件名】小田急線相模大野駅での[Alexandros]による 

駅接近メロディの導入実現に向けて（要望） 

 

 

以 上 



役員の改選について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度大野南地区まちづくり会議役員名簿 

役 職 氏 名 団体名 選出区分 

会 長 大木 恵 大野南地区自治会連合会 会長 自治会 

副会長   自治会 

副会長   自治会 

副会長   保健・福祉・医療 

副会長   教育・文化 

副会長   産業・経済 

【参考】令和７年度大野南地区まちづくり会議役員名簿 

役 職 氏 名 団体名 選出区分 

会 長 大木 恵 大野南地区自治会連合会 会長 自治会 

副会長 金澤 秀信 大野南地区自治会連合会 自治会 

副会長 中村 洋子 大野南地区自治会連合会 自治会 

副会長 渋谷 典彦 大野南地区社会福祉協議会 保健・福祉・医療 

副会長 速水 俊裕 学校法人相模女子大学 教育・文化 

副会長 飯田 美津雄 女子大通り商工振興会 産業・経済 

…大野南地区まちづくり会議申し合わせ事項… 
◎ 会長は大野南地区自治会連合会長が当たる。 

◎ 副会長は委員選出団体を ①自治会、②保健・福祉・医療、③教育・文化、④産業・

経済の４つの分野に分け、①自治会から２名、②～④各分野から１名選出する。 

分野 構成団体 委員数 

①自治会 大野南地区自治会連合会  ５ 

②保健・福祉・医療  

大野南地区社会福祉協議会  
大野南地区民生委員児童委員協議会  
大野南地区老人クラブ連合会  
医療法人社団仁恵会黒河内病院  
大野南地域包括支援センター 
上鶴間地域包括支援センター  

６ 

③教育・文化 

大野南地区内小学校（ＰＴＡ等学校関係
者２校） 
大野南地区内中学校（ＰＴＡ等学校関係
者１校） 
学校法人相模女子大学  
相模原市立大野南公民館  
相模原市立上鶴間公民館  

６ 

④産業・経済 

女子大通り商工振興会 
相模大野北口商店会 
相模大野銀座商店街振興組合 
相模大野南新町商店街振興組合 
ボーノ会 

５ 
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令和８年度 地域活性化事業交付金 募集要領 
 

１ 地域活性化事業交付金の概要 

（１）趣旨 

地域活性化事業交付金とは、幅広い層の地域※1 住民の参加及び協働による地域の

活性化※2 を目指し、地域住民が自主的な課題解決に取り組む事業に対して交付され

る交付金です。 

   ※1地域    ：当交付金では、市内２２地区を単位とします。地区については、募集要領

の最終ページをご覧ください。 

※2地域の活性化：当交付金では、地域で展開される公共的な活動へ参加する団体や個人が増

加し、各々のコミュニケーションが良好に取れている状態を指します。 

 

（２）対象事業 

本交付金は、市内２２地区を単位に実施される各地区の活性化に資すると認めら

れる次の事業に対して、交付します。 

１ 地域の防災･防犯に関する事業 

２ 地域の保健･健康づくりの増進に関する事業 

３ 地域福祉の増進に関する事業 

４ 産業や観光の振興に関する事業 

５ 環境の保護･保全に関する事業 

６ 青少年の健全育成に関する事業 

７ 地域の文化･伝統の振興に関する事業 

８ 生涯学習に関する事業 

９ 地域及び地域活動の情報発信及び広報に関する事業 

１０ 区が推進する重点事業 

１１ その他地域のコミュニティづくりを目的とし、区長が特に認める事業 

 

特に各地区において課題となっている事項の解決に資すると認められる次のよう

な視点を持つ事業については、優先的な交付対象事業として取り扱います。 

・ 自治会への加入促進 

・ 地域における公共的な活動の担い手育成 

・ 公共的な活動への参加者増加 

・ 地域の公共的な活動団体間の連携強化 

・ まちづくり会議が提示した地域課題の解決 

 

交付対象とならない事業については、次のとおりです。 

・ 政治活動、宗教活動又は営利活動を目的とする事業 

・ 交付申請を行う年度において、相模原市が実施する他の補助制度等の 

対象となる事業  

・ 政策提案又は講座等の開催を主たる目的とする事業 

・ 調査、研究を主たる目的とする事業 

ただし、地域の活性化に資する事業に繋がる計画があるものを除く 

・ 第三者への事業促進を求める事業 

・ 前各号に掲げるもののほか、区長が適当でないと認める事業 

（物品調達のみが事業の目的として判断できるものなど） 
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（３）申請者の要件 

交付金の申請者は、原則として交付金の趣旨に合致する事業を行う５人以上の構

成員で組織される団体とします。ただし、次に掲げるものは、交付金の交付を受ける

ことができません。 

・相模原市暴力団排除条例(平成２３年相模原市条例第３１号。以下「条例」という。)

第２条第２号に規定する暴力団 

・法人のうち、代表者又は役員のうちに条例第２条第３号に規定する暴力団員(以下

「暴力団員」という。)に該当する者があるもの 

・法人格を持たない団体のうち、代表者が暴力団員に該当するもの 

 

（４）事業の実施期間 

当該年度の事業実施期間は、令和８年４月１日から令和９年３月末とします。 

また、同一の事業（情報の更新を必要とする事業を除く【例:地域情報マップ等】）

に継続して交付する場合については、３年を限度とし、区長が適当と認める場合は、

最大５年を限度とします。 

 

（５）交付対象経費 

交付金は、次の経費を交付対象とし、その交付率は、３年目までは１０分の１０

以内とし、４年目は４分の３以内、５年目は２分の１以内とします。 

 

１ 事業に要する消耗品費、郵便代等の通信費、印刷製本費等 

２ 事業を行う上で必要な食糧費（交付対象者の構成員に対するものを除く。） 

備品購入費、施設使用料、備品借上料等 

３ 事業を行う上で必要な施設等の光熱水費等 

４ 事業を行う上で必要な委託費等 

５ イベント等の開催時に掛ける保険料、警備費等 

６ 講演会等の講師に対する報償費 

７ 研修会の旅費等、研修に要する経費（交付対象者の構成員個人の資質向上に 

対するものを除く。） 

８ その他事業遂行に必要な経費であって区長が必要と認めるもの 

※物品等で１物品１万円を超える財産にかかる経費の交付率は、３年までは対象経費の３分

の２以内、４年目は２分の１以内、５年目は３分の１以内となります。（台帳の作成が必

要。） 

 

（６）交付金額 

申請される事業について審査を行い、予算の範囲内で交付対象事業及び交付額を

決定します。  
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２ 申請 

（１）事前相談 

申請にあたっては、事前に事業を実施する地区のまちづくりセンターにご相談く

ださい。 

特に４月・５月に実施を予定する事業については、交付手続き上、早めのご相談を

お願いします。 

    ※具体的な相談先は、募集要領の最終ページをご覧ください。 

 

（２）申請期間 

    令和８年４月１日から各地区で定める期間 

 

（３）提出書類 

    ①地域活性化事業交付金交付申請書（様式第１号） ②地域活性化事業計画書 

③収支予算書 ④団体概要調書 ⑤補助金等概要調書 ⑥団体構成員名簿 

 

（４）交付申請書の提出方法及び提出先 

直接又は郵送で事業を実施する地区のまちづくりセンターへご提出ください。 

   ※具体的な提出先は、募集要領の最終ページをご覧ください。 

  

令和８年度から制度を一部見直しました！ 

✓ 交付年限を３年から最大５年までに延長とします。 

✓ 交付率を、３年目までは１０分の１０以内・４年目は４分の３以内・５年目は２分の１以内と

し、団体や事業の自立・自走を応援します。 

✓ （２）対象事業中「９ 地域及び地域活動の情報発信及び広報に関する事業」（例：地区独自

の子育て支援マップ、地区独自の史跡ツアーマップなど）については、情報の更新を継続でき

るよう、交付年限をなくしました。 

※ただし、直近で交付を受けた年度の翌年度から起算して３年度を経過している必要があります。 
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３ 審査 

（１）審査方法 

    提出先のまちづくりセンターが審査基準に基づき審査します。 

申請事業の審査にあたっては、各地区のまちづくり会議のご意見を伺います。 

 

（２）審査基準 

 項 目 内 容 

１ 事業目的や内容の公共性 ・地域課題の解決や地域の活性化に資する事業か 

２ 事業内容の妥当性 
・事業内容が現実性のあるものか 
・事業計画のスキームが適切か 
・事業収支が事業を遂行する上で適正か 

３ 団体の事業実施能力 ・事業を実施する能力や主体性があるか 

 同一の事業で２年目以降となるものは上記のほか次の項目も加え、審査します。 

４ 事業の継続性や発展性 
・事業の継続性や発展性があるか 
・これまでの取組みの成果が生かされているか 

５ 他の団体への影響 
・他の団体へ活動を促すなど、良い波及効果を 
与えるような事業か 

 

４ 実績報告 

  事業終了後に、次の書類等を提出していただきます。 

    ①地域活性化事業交付金実績報告書(第６号様式) ②収支決算書 

③補助事業等実績調書 ④対象経費に係る領収書等の写し 

⑤写真その他事業の実施について確認できる書類 

 

５ 報告会による報告 

  地域活性化事業交付金を活用して行った事業については、市民の方への事例紹介や他

地区への情報提供を行うための報告会において、当該事業の報告をいただく場合があり

ます。 

 

６ 評価の実施 

  事業終了後に、次年度の交付決定の参考とするため評価を行います。 
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所管地区と問合せ先一覧 

区名 所管地区 所属名称 郵便番号 住所 電話番号 ＦＡＸ 

緑区 

橋本地区 緑区役所橋本まちづくりセンター 〒252-5177 
相模原市緑区西橋本 5-3-21 

緑区合同庁舎 5 階 
042-703-0354 042-700-7002 

大沢地区 緑区役所大沢まちづくりセンター 〒252-0135 相模原市緑区大島 1776-5 042-761-2610 042-761-2617 

城山地区 緑区役所城山まちづくりセンター 〒252-5192 
相模原市緑区久保沢 1-3-1 

城山総合事務所本館 1 階 
042-783-8117 042-782-1290 

津久井地区 緑区役所津久井まちづくりセンター 〒252-5172 
相模原市緑区中野 633 

津久井総合事務所本館 1 階 
042-780-1403 042-784-7474 

相模湖地区 緑区役所相模湖まちづくりセンター 〒252-5162 
相模原市緑区与瀬 896 

相模湖総合事務所 2階 
042-684-3213 042-684-3618 

藤野地区 緑区役所藤野まちづくりセンター 〒252-5152 
相模原市緑区小渕 2000 

藤野総合事務所１階 
042-687-2119 042-687-4347 

中央区 

小山、清新、横山、中央、 

星が丘、光が丘地区 
中央区役所中央６地区まちづくりセンター 〒252-5277 

相模原市中央区中央 2-11-15 

本館 1 階 
042-707-7049 042-757-2941 

大野北地区 中央区役所大野北まちづくりセンター 〒252-0233 相模原市中央区鹿沼台 1-10-20 042-861-4512 042-755-6521 

田名地区 中央区役所田名まちづくりセンター 〒252-0244 相模原市中央区田名 4834 042-761-6570 042-762-8767 

上溝地区 中央区役所上溝まちづくりセンター 〒252-0243 相模原市中央区上溝 7-7-17 042-762-5626 042-761-1249 

南区 

大野中地区 南区役所大野中まちづくりセンター 〒252-0344 相模原市南区古淵 3-21-1 042-741-6695 042-746-1835 

大野南地区 南区役所大野南まちづくりセンター 〒252-0377 
相模原市南区相模大野 5-31-1 

南区合同庁舎 4 階 
042-749-2217 042-749-2116 

麻溝地区 南区役所麻溝まちづくりセンター 〒252-0335 相模原市南区下溝 594-6 042-778-2381 042-778-2249 

新磯地区 南区役所新磯まちづくりセンター 〒252-0327 相模原市南区磯部 916-3 046-251-5242 046-254-0924 

相模台地区 南区役所相模台まちづくりセンター 〒252-0321 相模原市南区相模台 1-13-5 042-744-3148 042-744-3194 

相武台地区 南区役所相武台まちづくりセンター 〒252-0325 相模原市南区新磯野 4-1-3 046-254-3755 046-251-5362 

東林地区 南区役所東林まちづくりセンター 〒252-0312 相模原市南区相南 1-10-10 042-744-5187 042-744-5194 

※制度の所管：市民局市民協働推進課（電話 042-769-8226） 

【大野南地区の地域活性化交付金配分額】 

令和８年度 ３５万円 

【参考】令和７年度 ３５万円 令和６年度 ８５万円 

年度当初、南区は各地区あたり３５万円が配分（一部未配分）されており、 

各地区の申請状況（各地区の交付決定状況）により、予算調整が行われる。 

 

なお、南区全体の地域活性化交付金の予算金額も減少している。 

（令和７年度及び８年度 ３０５万円 ←令和６年度 ６００万円） 



1年目 御園つどいの場

　地域の店舗の休業日等を活用し、休み期間中
の児童を中心とした地域住民に対し、居場所の
提供を行うもの。また、地域の学生（高校生また
は大学生）や高齢者等の地域住民にボランティ
アスタッフとして担い手になってもらうことで、地
域での役割を見つけてもらい、日頃交流がない
地域住民同士が顔見知りになることで、地域の
繋がりができ、地域活性化につなげるもの。

【事業内容】
・夏休み期間中（平日）の日中（１０：００～１５：００を予定）において、児童を中心
に地域の人が集える場所の提供。定員は１５名。
・希望者には１食２００円で昼食を提供（キッチンは使用できないため、地域のお
弁当屋さんからの購入または簡単な調理活動などで対応）。
・会場（花カフェさん）の都合により開所日を決定（７/２２(火)、２９(火)、８/４(月)、
５(火)、１１（月）、１２(火)、１８(月)、１９(火）開所）。
・午後の部（１３：００～１５：００）には筆ペンアート（カード作成等）、工作（紙風船
等）、自由活動（椅子取りゲーム等）、ビンゴ大会を実施。

実績：利用延べ人数：午前の部　１０８人、午後の部　６８人
　　　　年齢及び学年：最年少　３歳、最年長　中学２年生

121,000 191,000

１事業 121,000 191,000合　計

令和７年度 大野南地区地域活性化事業交付金 交付決定事業の概要

交付
年数

事業名
(申請団体）

事業の目的 事業内容
決算額

（単位：円）
申請金額
(単位：円）

資料7



 

 

大野南地区地域ケア会議（地域づくり部会）の取り組みについて 

〈大野南地域包括支援センター圏域〉 

 

１ 地域ケア会議について 
〇高齢者が地域で自立した日常生活を営むために必要な取り組みやしくみについて検討する会議。 

〇介護保険法の改正に伴い、相模原市では平成２８年度より地域ケア会議を①地域づくり部会と②個別事

例部会の２種類に分けた。それぞれの会議目的を明確にしたうえで、双方向に作用しあいながら開催している。 

① 地域づくり部会・・・地域課題検討と資源開発、ネットワーク形成（大野南地区では、大野南まちづくり会

議の部会として 2 つの圏域ごとに地域づくり部会を作っている。） 

② 個別事例部会…個別事例検討（積み上げて地域課題をとらえていく）、多職種連携 

 

２ 大野南地区の地域づくり部会について 
〇地域包括支援センターと CSW・CSW 支援員（市社会福祉協議会）が共同運営する形で開催。 

〇必須団体の地区自治会連合会、地区社会福祉協議会、地区民生委員児童委員協議会、地区老人クラ

ブ連合会のほか、大野南圏域では公民館、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ、医療機関・福祉施設のメンバーも含めておよそ

年５回開催。なお、部会の位置づけは、大野南地区まちづくり会議の専門部会として実施。 

〇「第９期相模原市高齢者保健福祉計画（令和６年度～令和８年度）」に沿って取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 地域づくり部会委員 
（１）地域ケア会議地域づくり部会委員             （２）令和 7 年度開催状況 

 

 

 

No 氏 名 所 属 

１ 中村 洋子 地区自治会連合会 

２ 岡城 孝雄 地区社会福祉協議会 

３ 大木 恵 地区自治会連合会 

４ 古谷田 作子 地区民生委員児童委員協議会 

５ 畠山 秀美 地区老人クラブ連合会 

６ 島田 欣一 公民館 

７ 後藤 一郎 医療機関・福祉施設   

８ 阿部 義宏 地区ボランティアグループ 

回  実施日 内 容 

第１回 
7 月 28 日

（月） 

・前年度の振り返り 
・男女別のアンケート集計結
果について 

第 2 回 
9 月 30 日

（火） 

・男性が参加しやすいイベント
の開催について 

第３回 
1 月 15 日 

（木） 

・男の体操教室について 
・地域づくり部会だよりについて 

イベント 
2 月 21 日 

（土） 
〈男の体操教室〉 

第 4 回 
3 月 17 日 

（火） 

・男の体操教室の開催報告 
・地域づくり部会だよりについて 

第 5 回 3 月 
上鶴間地区との合同開催
（書面会議開催） 
・令和7年度の取り組み報告 

【第９期相模原市高齢者保健福祉計画中の取組の方向性】（大野南地域包括支援センター圏域） 

令和 3 年度から令和 4 年度にかけて、小地域ごとの話し合いで挙がった各地域の意見共有と具体 

的な地域の困りごとについて、地域づくり部会内で話し合った。介護ケアや認知症、孤立防止、コロナ 

禍で外出を控えている高齢者の健康づくりなどの話題が挙がったため、第９期高齢者福祉計画内で

健康づくりについて取り組むことが決定した。 

 

まちづくり会議報告書資料 資料８ 

 



４ 地域づくり部会の取組経緯 

〇令和７年度：健康づくりに関する取り組みの検討 

〈アンケートの集計結果について〉 

・令和 6 年度にサロン参加者向けに健康づくりに関するアンケート調査を実施した。その集計結果より、サロン

の男性参加者は約 2 割と少ないことが明確になった。図 1 

・また、健康について知りたいことはありますか？という問いに対して、約 5 割の方から健康体操について知りたい

という回答があった。図 2 

・これらの結果より、男性が参加しやすいイベントや健康体操について学べる講座のニーズが高いことが明確に

なった。 

 

 

 

 

 

 

 

〈男性が参加しやすいイベントの開催について〉 

・アンケートの集計結果を踏まえ、男性が参加しやすいイベントの開催について話し合いをした。 

・その中でイベントの参加者を男性限定にすることで、男性が参加しやすいのではないかという意見が挙がった。

また、健康体操にニーズがあることも明確になっているため、男性限定の体操教室を開催することが決定した。 
 

〈男の体操教室の開催〉 

内容：体操（昔のプロレス映像視聴付き） 

 講師：新崎 人生氏〈株式会社ミチプロ代表取締役社長〉 

 日時：2 月 21 日（土）10 時から 11 時 30 分 

 場所：大野南公民館 大会議室 2 

  定員：50 名 

・申し込み人数は定員 50 名に達したが、体調不良により欠席のご連絡もあり、当日の参加者は 34 名だった。 

・体操に交えて昔のプロレス映像の視聴や楽しいトークもあり、イベントは大変賑わった。 

・体操は継続することが大事というお話もあり、日頃からできるストレッチの方法も教えていただいたので、参加者

の健康意識が高まった。 

・最後は多くの質問に答えていただき、歩き方の具体的な指導やプロテインを飲む際の効果的なタイミングなどを

お聞きすることができて、大変参考になる内容であった。 
 

〈地域づくり部会だより第 1号の発行〉 

・令和８年３月に地域づくり部会だより第 1 号を発行した。 

・昨年度の健康づくりに関するアンケートの集計結果と、 

男の体操教室の開催報告を掲載した。 

 

女性

75%

男性

25%

性別

28%

23%

31%

28%

22%

49%

37%

生活習慣病予防

認知症簡易検査

栄養管理

フレイル予防

口腔ケア

健康体操

筋力トレーニング

健康について知りたいことはありますか？

※複数回答可

図2 図 1 



 

大野南地区地域ケア会議（地域づくり部会）の取り組みについて 

〈上鶴間地域包括支援センター圏域〉 
 

１ 地域ケア会議について 

〇高齢者が地域で自立した日常生活を営むために必要な取り組みを検討する場。 

〇介護保険法の改正に伴い、相模原市では平成 28 年度より地域ケア会議を①地域づくり部会と②個別事例

部会の 2 種類に分けた。それぞれの会議目的を明確にしたうえで、双方向に作用しあいながら開催している。 

① 地域づくり部会・・・地域課題検討と資源開発、ネットワーク形成（大野南地区では、大野南まちづくり会

議の部会として 2 つの圏域ごとに地域づくり部会を作っている。） 

② 個別事例部会・・・個別事例検討（積み上げて地域課題をとらえていく） 

２ 上鶴間圏域の地域づくり部会について 

〇地域包括支援センターと CSW・CSW 支援員（市社会福祉協議会）が共同運営する形で開催。 

〇必須団体の地区自治会連合会、地区社会福祉協議会、地区民生委員児童委員協議会、地区老人クラ

ブ連合会のほか、上鶴間圏域では公民館、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ、施設、有識者のメンバーも含めて年 5 回開催。 

〇「第９期相模原市高齢者保健福祉計画（令和６年度～令和８年度）」に沿って取り組む。 

 

 

 

         （２）令和 6 年度開催状況 
 
 

 

 

 

No 氏 名 所 属 

１ 稲毛 昜子 有識者 

２ 金澤 秀信 地区自治会連合会 

３ 市川 行雄 地区自治会連合会 

４ 土山 美保 地区社会福祉協議会 

５ 川島 信也 地区民生委員児童委員協議会 

６ 渋谷 政江 地区老人クラブ連合会 

７ 三條 朋美 公民館 

８ 浅岡 信夫 有識者 

9 岩本 典裕 有識者 

10 青木 智野 有識者 

11 桑原 一子 地区ボランティアグループ 

12 長谷川 陽子 福祉施設  

13 横山 正直 福祉施設 

14 田中 宣行 福祉施設 

回  実施日 内 容 

第１回 7 月 23 日（水） 
・今年度の取り組みについて 
・プロジェクトごとに取り組みの
方向性を検討 

第 2 回 9 月 16 日（火） ・各プロジェクトの話し合い 

第３回 12 月 23 日（火） ・各プロジェクトの話し合い 

第 4 回 2 月 24 日（火） 

・今年度の振り返りと来年度
に向けて 

・認知症サポーター養成講座
開催 

第 5 回 3 月 

・大野南地区との合同開催
（書面会議開催） 
・令和 7年度の取り組み報告 

【第９期相模原市高齢者保健福祉計画中の取組の方向性】（上鶴間地域包括支援センター圏域） 
①世代間交流につなげる取り組み 

②地域で暮らす高齢者の見守りに関する仕組み 

③買い物支援 

まちづくり会議報告書資料 

３ 地域づくり部会委員 

（１）地域ケア会議地域づくり部会委員   （２）令和 7 年度開催状況 

資料９ 



４ 地域づくり部会の取り組み内容 

<ロゴマーク決定> 

地域ケア会議のロゴマークが決定した。地域づくり部会委員による投票を行い、 

上鶴間在住の方が作成したロゴに決定。そらの色は「南区ブルー」を使用。 

～遠くの便利より近くの安心、上鶴間地区は一番の味方です～ 

をテーマに掲げ、高齢者も暮らしやすい地域づくりにご協力いただける個人や団体に掲示を依頼していく予定。 
 

①ぞうきんプロジェクト 

〇プロジェクトの終了 

・令和３年度より世代を繋ぐ地域の助け合いの輪を目的にぞうきんプロジェクトを発足し、これ

まで３２００枚以上の手作り雑巾を子どもたちや学校へ届け、沢山の喜びの声をいただいた。 

プロジェクトは多くのボランティアのご協力を得て無事に成功し、今年度で終了となった。 

〇雑巾縫いにご協力いただいた方々へ感謝の意を伝えるとともに活躍の報告 

・ぞうきんプロジェクトに関わっていただいた多くの方へ感謝の意を伝えるとともに、活動の報

告も兼ねて地域ケア会議だより VOL.4を作成し、お届け風景の写真を掲載。 

 

 

 

 

 

 

〇今年度の配布実績 

 ・鹿島台小学校…80 枚・南大野小学校…80 枚・谷口小学校…80 枚・鶴園小学校…80 枚 

・谷口保育園…30 枚・新町中学校…100 枚・谷口中学校…100 枚・上鶴間高校…100 枚 

・上鶴間地区ふるさとまつり…454 枚・谷口小児童クラブ…50 枚 

⇒１１５４枚の雑巾を配布することができた。 
 

➁地域お助け隊・買い物支援 

・令和５年度、買い物や暮らしのお困りごとに対応する情報を地図とリスト化し、 

主に電気・水道等のサポート情報を掲載した買い物情報リストが完成した。 

〇買い物情報リストの更新 

 ・店舗へのさらなる関係構築と情報更新を兼ねて、部会委員と事務局で分担し、 

再度ヒアリングを行った。また情報追加を目的として新規店舗へ訪問し、掲載依頼をした。 
 

➂共に歩もうプロジェクトの取組 

・買い物支援・地域お助け隊で培った情報を基盤に「誰一人取り残さない地域」という大きなテーマで「認知症

のある方もできる限り住み慣れた自宅で暮らしていける地域づくり」を考えていく。店舗だけでなく、自治会の掲

示板等を利用して、共に歩もうプロジェクトについて周知し、ニーズをスムーズにつなげるための手段を考える。 

〇認知症サポーター養成講座の開催 

 ・地域における認知症に関する知識を深める必要性を共有するために、まずは部会委員を対象に認知症サポ

ーター養成講座を開催した。 

・グループワークでは実際に地域でも認知症の方の対応に関わる場面の報告もあり、地域全体で支える仕組

みや重要性を改めて実感した。参加者全員が認知症への理解が深まり、非常に良い内容であった。 



 

７市協課第３１３７号 

令和８年１月２０日 

 

 まちづくり会議代表(会長) 殿 

 

相模原市長 本村 賢太郎 

（公印省略） 

 

   令和８年度 地区まちづくりを考える懇談会の実施希望等について（通知） 

 

時下ますます御清祥のこととお喜び申し上げます。 

日頃から市政につきまして、格別の御理解と御協力を賜り、お礼申し上げます。 

 さて、令和８年度地区まちづくりを考える懇談会の実施希望等について「１ 実施にあたっての

留意点」及び別紙「令和８年度 地区まちづくりを考える懇談会 実施要領（案）」をご確認のう

え、ご検討いただき、各まちづくりセンターを通じてご回答いただきますようお願いいたします。 

 

１ 実施にあたっての留意点 

（１） 実施期間について 

  ７月から翌年２月の間で調整することとし、別添「まち懇日程調整用カレンダー」のとおり、

議会期間及び市長公務により１月は実施不可となります。 

  また、実施曜日は「火曜日・木曜日」が原則となります。 

（２） 懇談会開始時間について 

  平日は午後６時開始、土日祝日は昼間の時間帯となります。 

  ※市長公務等の都合により、開始時間を別途調整させていただく場合がありますのでご了承く

ださい。 

（３）テーマについて 

テーマの数につきましては、原則一つですが、時間内での運営となることが見込まれる場合は、

二つまで可能とします。 

なお、テーマ設定については、次の例を参考にしてくださいますようお願いいたします。 

【適当な例】地域資源をいかしたテーマになっている。 

テーマ：○○を活かした地域の魅力発信の方法について 

テーマ：○○跡地の有効活用による地域の活性化について 

【適当でない例】広範なテーマに関連性のない地域課題を複数詰め込んでいる。 

（４）懇談内容について 

単なる要望や事業説明は、まちづくり会議の場等へ担当する局部長や所属の出席を求めて行う

ことが可能であり、より迅速な地域課題の解決につながるため、懇談会での単なる要望や事業説

明を求める内容は、適当ではないものと考えております。 

【適当な例】テーマに沿った内容になっている。 

      ○○を活かした魅力発信を行う中で、地区と行政の協働で何ができるか 

○○跡地の有効活用により、地域が目指す未来像について 等 
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【適当でない例】単なる要望や説明を求める内容になっている。 

（参考）地区まちづくりを考える懇談会の役割等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

 

市民局 市民協働推進課 市民・地域活動支援班 

担当：田頭・玉木 

電話 042-769-8226（直通） 



別 紙 
（案） 

令和８年度 地区まちづくりを考える懇談会 実施要領 

 

１ 目的 

  まちづくり会議の委員と市が意見交換や情報共有をしながら、地域の特性や地域資源を生かし

たまちづくりを協働して考える場を設け、住みよいまちづくりを推進する。 

 

２ 本年度の開催方針等 

各地区まちづくり会議が市長と地区のまちづくりについて考える「対話」の場を希望した場合

に実施する。 

  また、名称を『地区まちづくりを考える懇談会「地域の未来を語ろう with 市長」』として実施

する。 

 

３ 実施単位 

実施希望地区のみ年１回１会場までとする。 

 

４ 実施方法 

  各地区まちづくり会議と市の協働により実施する。 

 

５ 開催日等 

  実施日及び会場は、まちづくり会議と市との調整により決定する。 

  開始時間は、平日は午後６時からとし、まちづくり会議側からの希望がある場合は、休日の昼間

の実施も可能とする。 

 

６ 進行等 

  懇談会の進行等はまちづくり会議の代表者等が行い、実施時間は概ね１時間３０分とする。 

 

７ 出席者 

（１）地区の出席者は、まちづくり会議の委員とする。なお、まちづくり会議が特に必要とする場合

には、委員以外の出席を認めることができるものとする。 

（２）市側の出席者は、市長、テーマ担当副市長、区長、テーマに関連する局長(市長公室長含む。）

及び事務局長とする。ただし、区長は副区長が、局長は部長級が代わることができ、部長級が設

置されていない局については、局長が指定する所属長が代わることができ、事務局長は次長又

は指定する職員が代わることができるものとする。また、まちづくり会議事務局の職員、テーマ

に関連する部署の課長及び職員も出席できるものとする。 

  ※市長の公務日程等で対応できない場合がある。 

 

８ 懇談の内容 

  地区のまちづくりに関して、地区でテーマを設定する（二つ以内）。 

【テーマの考え方】 

   ア 現在、地区で重点的に取り組んでいるもの。 

   イ 今後、地区で取り組んでいく必要があるもの。 

 

９ 傍聴 

当日受付とし、地区以外の住民も傍聴可能する。ただし、会場の都合により、座席数には限りが

あるため、希望者が多い場合には抽選により、傍聴者を決定する場合がある。 

 

１０ 周知方法 

市ホームページ及び地域情報紙にて周知を行う。 



 

 

 

 

地区まちづくりを考える懇談会「地域の未来を語ろう with 市長」 
 

１ 目的 
  まちづくり会議の委員と市が意見交換や情報共有をしながら、地区のまちづくり
を協働して考える場を設け、住みよいまちづくりを推進することを目的とする。 

 
２ 実施方法 
  大野南地区まちづくり会議と市の協働により開催する。 
 
３ 開催日等 

日時：令和８年度は、令和９年２月を基本に調整、開始時間は原則として午後６時
から実施時間は概ね１時間３０分 

  会場：未定 ※統一地方選挙の影響を受ける可能性があるため 
 
４ 進行等 
  懇談会の進行等は、まちづくり会議の代表者が行う。 
 

５ 出席者 

（１）地区の出席者は、まちづくり会議の委員。なお、まちづくり会議が特に必要とす

る場合には、委員以外の出席を認めることができる。 

（２）市側の出席者は、市長、テーマ担当副市長、南区長、テーマに関連する局長など

の関係職員。また、まちづくり会議事務局（大野南まちづくりセンター）職員も出

席する。 

 
６ 懇談の内容  

懇談の内容は、地区のまちづくりに関して、「現在、地区で重点的に取り組んでい

るもの」や、「今後、地区で取り組んでいく必要があるもの」 
 

（参考）地区まちづくりを考える懇談会の役割等 
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 ≪ 参 考 ≫ 

◎ 令和７年度… 
テーマ：「人口増加が続く大野南地区の課題について」 

 
◎ 令和６年度… 

テーマ：「人口が増加することが見込まれる地区「大野南」の今後のまちづくりに
ついて」 

 
◎ 令和５年度… 

テーマ：「相模大野駅周辺の現況と今後の魅力あるまちづくりについて」 
 

※令和４年度は大野南地区未実施 
 

◎ 令和２年度… 
テーマ：「相模大野駅周辺の今後の魅力あるまちづくりについて」 

 
◎ 令和元年度… 

テーマ：「相模大野駅周辺の今後のまちづくりについて」 
 

◎ 平成３０年度… 
テーマ１：「市の南の玄関口としての今後のあり方について」 

テーマ２：地域防災力の強化につながる「災害発生前の公助」のあり方について 
 

◎ 平成２９年度… 
テーマ１：その他「さらなるごみの減量化・資源化の推進と地域負担の軽減について」 

テーマ２：その他「ふれあい広場の管理について」 
 

◎ 平成２８年度… 
テーマ１：地域防災「さらなる地域防災力の強化に向けた地域での取組みについて」 

テーマ２：高齢者の見守り・子育て環境「高齢者がいきいきと安心して暮らすことが
できるまちづくりについて」 

 
◎ 平成２７年度… 

テーマ１：防犯・交通安全「安全・安心なまちづくりについて」 
テーマ２：地域活性化「地域活動を推進する環境づくりについて」 

 
◎ 平成２６年度… 

テーマ：地域の活性化「地域コミュニティの醸成について」 
 

◎ 平成２５年度… 
テーマ：高齢者の見守り・子育て環境「高齢者の暮らしやすいまちづくりについて～

高齢者の移動手段を中心に～」 
 

◎ 平成２４年度… 
テーマ：地域活性化 「大野南地区の活性化について」 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上   

地区課題の解決と地区まちづくり懇談会

大野南地区まちづくり会議 

各種テーマ 

テーマごとの課題整理 

全体会議 部 会 懇談会 要 望 

○ 地域の活性化や課題解決に向けて市と話し合う場 

○ 地区と市の協働での取組みが必要な課題 

●市中心で
対応すべき
課題 

●地区で解決

する課題 

●地区と市の協働
での取組みが必要
な課題 

大野南まちづくりセンター 事案担当課 

区ビジョンとの整合 

連絡調整 



令和８年度 大野南地区まちづくり会議 役員会・全体会【開催日程】 

会場：南区合同庁舎３階 講堂 
 

役員会 
（午前１０時から） 

全体会 
（午後２時から） 

回数 日 程 回数 日 程 

１ ５月１８日（月） １ ６月１６日（火） 

２ ７月３０日（木） ２ ８月１８日（火） 

３ １０月 ２日（金） ３ １０月１３日（火） 

４ １１月 ５日（木） ４ １１月１７日（火） 

５ １２月 ３日（木） ５ １２月１５日（火） 

６ 令和 ９年 １月１５日（金） ６ 令和 ９年 １月２６日（火） 

   
まちづくり懇談会（午後６時から） 

月  日（ ） 

 全６回  全６回＋まち懇 

※…第１回役員会は旧役員  

また、第６回は、統一地方選の影響を考慮し、令和９年１月の開催とする。 

 

【お願い】 

欠席される場合は、事前に事務局まで連絡をお願いします。 

事務局連絡先：大野南まちづくりセンター ０４２－７４９－２２１７ 担当大木（秀）・卜部 

 

※ まちづくりを考える懇談会候補日と各期限  

開催日 候補 
＊テーマシート提出 
（４０日前 まで） 

＊次第等資料提出 
（１４日前 まで） 

＊地域情報誌への 

掲載 

R9 ２月１２日（金） １２月２８日（月） １月２９日（金） 

１月１５日号 R9 ２月 ８日（月） １２月２８日（月）  1月２５日（月） 

R9 ２月 ５日（金） １２月２５日（金）  １月２２日（金） 

会場：未定 ※統一地方選挙の影響を受ける可能性があるため 
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